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感情的意思決定に伴う脳と身体の機能的相関 

‐交感神経系活動による探索-最適化の調整‐ 
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心理学では古くから、さまざまな身体反応が知覚され意味的に表象されたものが感情である

と考えられてきた。特に、内臓などの内的な身体反応の知覚を内受容感覚と呼ぶ。近年の神経

科学的研究により、前部島（とう）皮質が内受容感覚の中枢であり、島と前頭前皮質や線条体

との神経連絡により、内受容感覚が意思決定にも影響することが示唆されている。この仮説は

有名であるが、未だに実証には乏しい。そこで我々は、陽電子断層撮影法による神経画像と各

種の末梢生理反応を同時測定することにより、不確実性を伴う意思決定において、身体反応が

どのように意思決定に影響するかを検討してきた。ここでは特に、脳と交感神経系活動の双方

向的な影響により、意思決定の重要な要因である探索と最適化のトレードオフがどのように規

定されるかという知見を紹介する。 
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